
●
展
示
ガ
イ
ド
更
新
の
お
知
ら
せ

2
0
1
4
年
3
月
に
新
し
く
な
っ
た
東
ア
ジ
ア
展
示
の
展
示
ガ

イ
ド
更
新
版
が
完
成
し
ま
し
た
。
展
示
ガ
イ
ド（
バ
イ
ン
ダ
ー
形

式
）を
お
持
ち
の
方
に
は
、
無
料
で
差
し
替
え
分
を
お
渡
し
い
た

し
ま
す
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
ョ
ッ
プ
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
南
ア
ジ
ア・
東
南
ア
ジ
ア
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ

展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
た
め
、
2
0
1
5
年
3
月
18
日（
水
）

ま
で
南
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
展
示
場
を
閉
鎖
し
て
い
ま
す
。

●
休
館
日
、
無
料
観
覧
日
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
は
12
月
28
日（
日
）〜
1
月
4
日（
日
）ま
で
休
館
し
ま
す
。

1
月
12
日（
月
・
祝
）成
人
の
日
は
本
館
展
示
を
無
料
で
観
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
た
だ
し
自
然
文
化
園（
有
料
区
域
）を
通
行
さ
れ

る
場
合
、
入
園
料
が
必
要
で
す
。

時
間　

13
時
30
分
〜
15
時
（
13
時
開
場
）

会
場　

本
館
講
堂

定
員　

4
5
0
名
（
当
日
先
着
順
）

参
加
費　

無
料
（
展
示
を
ご
覧
に
な
る
方
は
観
覧
料
が
必
要
で
す
）

み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

みんぱくホームページ　http://www.minpaku.ac.jp/ 電話でのお問い合わせ　06 - 6878 - 8560（本館 広報係）
みんぱくfacebookページ　http://www.facebook.com/MINPAKU.official

みんぱくホームページ　http://www.minpaku.ac.jp/

電話でのお問い合わせ　06 - 6878 - 8560（本館 広報係）

みんぱくフェイスブック　http://www.facebook.com/MINPAKU.official

みんぱくツイッター　http://twitter.com/MINPAKUofficial

特
別
展

国
立
民
族
学
博
物
館
創
設
40
周
年
記
念

日
本
文
化
人
類
学
会
50
周
年
記
念

「
イ
メ
ー
ジ
の
力

―
国
立
民
族
学
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
さ
ぐ
る
」

人
間
の
作
り
出
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
は
た
ら
き
や
受
け

と
め
ら
れ
方
に
、
人
類
共
通
の
普
遍
性
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
観
覧
者
と
と
も
に
さ
ぐ
り
ま
す
。

会
期　

12
月
9
日（
火
）ま
で

会
場　

特
別
展
示
館

年
末
年
始
展
示
イ
ベ
ン
ト「
ひ
つ
じ
」

2
0
1
5
年
の
干
支
で
あ
る
「
ひ
つ
じ
」
を
テ
ー
マ
に
、

み
ん
ぱ
く
所
蔵
の
資
料
や
写
真
を
展
示
し
、
世
界
各

地
の
「
ひ
つ
じ
」
に
か
か
わ
る
興
味
深
い
情
報
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

会
期　

12
月
11
日（
木
）〜

　
　
　

2
0
1
5
年
1
月
27
日（
火
）

会
場　

本
館
ナ
ビ
ひ
ろ
ば

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時　

1
月
10
日（
土
）

　
　
　

11
時
〜
11
時
20
分
、
14
時
30
分
〜
14
時
50
分

解
説　

野
林
厚
志
（
本
館 

教
授
）

会
場　

本
館
ナ
ビ
ひ
ろ
ば

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
（
要
展
示
観
覧
券
）

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ゴ
シ
ゴ
シ
☆
フ
ェ
ル
ト
―
ふ
わ
ふ
わ
羊
毛
が
大
変
身
?!
」

日
時　

1
月
12
日（
月
・
祝
）

　
　
　

11
時
〜
12
時
、
13
時
30
分
〜
14
時
30
分
、

　
　
　

15
時
〜
16
時

会
場　

本
館
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室

ヤ
語
（
の
話
者
）
を
対
象
に
行
わ
れ
た
貴
重
な
研
究

の
成
果
を
分
か
り
や
す
く
報
告
し
ま
す
。

日
時　

12
月
21
日（
日
）10
時
〜
17
時
20
分

会
場　

本
館
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室
（
定
員
80
名
）

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

お
問
い
合
わ
せ

yasug
i@

id
c.m

inp
aku.ac.jp

総
合
研
究
大
学
院
大
学 

学
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
関
連
事
業

「
石
見
大
元
神
楽
」

島
根
県
山
間
部
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
大
元
神
楽
の

公
演
を
通
し
て
、
伝
統
文
化
の
継
承
に
つ
い
て
大
学

院
生
・
研
究
者
・
神
楽
の
担
い
手
と
共
に
考
え
ま
す
。

日
時　

12
月
21
日（
日
）13
時
〜
16
時
40
分

会
場　

本
館
講
堂
（
定
員
4
5
0
名
）

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要
、
先
着
順

主
催　

総
合
研
究
大
学
院
大
学   

文
化
科
学
研
究
科

お
問
い
合
わ
せ

総
合
研
究
大
学
院
大
学   

学
務
課
基
盤
総
括
事
務
係

0
4
6
・
8
5
8
・
1
5
8
3

研
究
公
演

「
じ
ゃ
ん
が
ら
念
仏
踊
り
み
ん
ぱ
く
公
演
」

じ
ゃ
ん
が
ら
（
福
島
県
に
伝
わ
る
独
特
の
念
仏
踊

り
）
の
披
露
の
ほ
か
座
談
会
も
行
い
、
復
興
に
向
け

た
人
び
と
の
思
い
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時　

1
月
24
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時
30
分

会
場　

本
館
講
堂
（
定
員
4
5
0
名
）

※
参
加
無
料
（
要
展
示
観
覧
券
）、
要
事
前
申
込
、

申
込
締
切
1
月
8
日
（
木
）
必
着

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
中
国
地
域
の
文
化
遺
産

―
人
類
学
の
視
点
か
ら
」

中
国
地
域
に
お
け
る
有
形
・
無
形
の
文
化
遺
産
に
焦

点
を
当
て
、
遺
産
認
定
が
人
々
の
生
活
に
も
た
ら
し

た
影
響
を
考
え
ま
す
。

日
時　

1
月
24
日（
土
）10
時
〜
16
時
30
分

　
　
　

1
月
25
日（
日
）10
時
〜
16
時

会
場　

本
館
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

お
問
い
合
わ
せ

heritag
e

＠id
c.m

inp
aku.ac.jp

※
当
日
受
付
、
先
着
順
、
参
加
無
料
、
6
歳
未
満
の

方
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
人
の
移
動
と
民
族
的
／
地
域
的
共
同
性
の
再
構
築
」

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
、
ロ
ー
カ
ル
な
共
同
体
の

維
持
や
展
開
を
可
能
と
す
る
共
同
性
は
い
か
に
再
構

築
さ
れ
う
る
の
で
し
ょ
う
か
。
人
の
移
動
に
着
目
し

て
考
え
ま
す
。

日
時　

12
月
5
日（
金
）、
12
月
6
日（
土
）

　
　
　

10
時
〜
17
時

会
場　

本
館
第
4
セ
ミ
ナ
ー
室
（
定
員
86
名
）

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要
、
使
用
言
語
は
英
語

国
立
民
族
学
博
物
館
･
立
命
館
大
学 

学
術
交
流
協
定
締
結
記
念

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
世
界
の
食
文
化
研
究
と
博
物
館
」

協
定
締
結
を
記
念
し
、
世
界
の
食
文
化
研
究
と
博

物
館
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時　

12
月
6
日（
土
）13
時
〜
16
時
45
分

　
　
　

12
月
7
日（
日
）10
時
〜
17
時

会
場　

本
館
講
堂
（
定
員
3
0
0
名
）

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

主
催　

国
立
民
族
学
博
物
館
、
立
命
館
大
学

お
問
い
合
わ
せ

fo
o

d
@

id
c.m

inp
aku.ac.jp

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
文
化
財
を
伝
え
る

―
日
本
の
保
存
技
術
が 

古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
の
秘
宝
を
救
う
」

エ
ジ
プ
ト
文
明
の
秘
宝
を
ど
の
よ
う
に
修
復
し
、
保

存
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
文
化
財
保
存
の
専
門
家
と

文
化
財
に
関
心
の
あ
る
方
々
と
と
も
に
考
え
ま
す
。

日
時　

12
月
14
日（
日
）13
時
〜
16
時
30
分

会
場　

本
館
講
堂
（
定
員
3
0
0
名
）

※
参
加
無
料
、
要
事
前
申
込

主
催　

一
般
社
団
法
人
文
化
財
保
存
修
復
学
会

お
問
い
合
わ
せ

b
unkazai@

id
c.m

inp
aku.ac.jp

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
マ
ヤ
語
か
ら
み
た
言
語
と
思
考
と
脳
」

日
本
語
と
正
反
対
の
語
順
を
も
つ
カ
ク
チ
ケ
ル
・
マ

公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
古
代
文
明
の
生
成
過
程

―
エ
ジ
プ
ト
と
ア
ン
デ
ス
」

考
古
学
者
を
招
い
て
、
最
新
の
調
査
成
果
と
と
も
に
、

両
古
代
文
明
の
特
性
に
つ
い
て
、
討
論
し
ま
す
。

日
時　

1
月
25
日（
日
）13
時
〜
16
時

会
場　

J
P
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
＆
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

　
　
　

ホ
ー
ル
1
（
東
京
）　

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要
、
先
着
順

お
問
い
合
わ
せ

sekiken@
id

c.m
inp

aku.ac.jp

み
ん
ぱ
く
創
設
40
周
年
記
念  

カ
レ
ッ
ジ
シ
ア
タ
ー

「
地
球
探
究
紀
行
」

10
月
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
さ
ら
に
充
実
、
参
加
し
や

す
い
ス
タ
イ
ル
で
後
期
講
座
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

時
間　

13
時
〜
14
時
30
分

会
場　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
近
鉄
本
店
「
ス
ペ
ー
ス
9
」

※
要
事
前
申
込
（
参
加
状
況
に
よ
り
当
日
受
付
あ

り
）、
参
加
費
各
回
１
0
0
0
円

主
催　

産
経
新
聞
社

特
別
協
力　

国
立
民
族
学
博
物
館
、
千
里
文
化
財
団

12
月
3
日（
水
）

巨
大
な
屋
根
の
謎

―
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
家
屋
と
集
落

講
師　

佐
藤
浩
司
（
本
館 

准
教
授
）

12
月
10
日（
水
）

江
戸
の
探
検
家
、
間
宮
林
蔵
と
北
方
民
族

講
師　

佐
々
木
史
郎
（
本
館 

教
授
）

12
月
17
日（
水
）

現
代
中
国
の
農
村
の
く
ら
し

―
あ
る
家
族
の
幸
せ
の
か
た
ち

講
師　

韓
敏
（
本
館 

教
授
）

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

ウ
ェ
ー
ブ
産
経
カ
レ
ッ
ジ
シ
ア
タ
ー
係

0
6
・
6
6
3
3
･
9
0
8
7

※
各
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
み
ん
ぱ
く
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
の
受
付
時
間
は
、
9
時
〜
17

時
（
土
日
祝
を
除
く
）
で
す
。

国立民族学博物館友の会　電話  06-6877-8893（9時～17時、土日祝を除く）　FAX 06-6878-3716
 http://www.senri-f.or.jp/      e-mail minpakutomo@senri-f.or.jp 友の会

友
の
会
講
演
会
（
大
阪
）

会
場　

本
館
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室

定
員　

96
名
（
当
日
先
着
順
、
会
員
証
提
示
）

第
4
3
8
回　

2
0
1
5
年
1
月
10
日（
土
）14
時
〜
15
時

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の「
知
的
生
産
の
技
術
」

―
フ
ォ
ー
ラ
ム
型
博
情
館
の
可
能
性

講
師　

久
保
正
敏
（
本
館 

教
授
）

梅
棹
忠
夫
初
代
館
長
は
、
博
物
館
を
博
情
館
と
位
置
づ
け
、
モ
ノ
、

映
像
や
音
響
資
料
の
収
集
と
そ
れ
ら
の
情
報
化
に
力
を
注
ぎ
ま
し

た
。
ま
た
、
利
用
者
自
ら
が
情
報
を
選
択
・
再
構
築
し
、
自
ら

「
知
的
生
産
」
を
実
践
す
る
場
と
し
て
、
民
博
が
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
情
報
収
集
と
利
用
が
日
常

と
な
っ
た
現
代
は
、
博
物
館
に
お
け
る
資
料
や
情
報
の
集
積
・
利

用
や
公
開
の
手
法
に
お
い
て
、
多
様
な
異
文
化
へ
の
配
慮
が
特
に

必
要
で
す
。「
フ
ォ
ー
ラ
ム
型
」
の
情
報
集
積
と
公
開
に
新
た
な

可
能
性
を
見
出
す
、
こ
れ
か
ら
の
「
知
的
生
産
の
技
術
」
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

第
4
3
9
回　

2
0
1
5
年
2
月
7
日（
土
）14
時
〜
15
時

都
市
の
婚
礼
、
山
村
の
婚
礼

―
ネ
パ
ー
ル
社
会
の
現
在
（
い
ま
）
を
結
婚
式
に
探
る

講
師　

南 

真
木
人
（
本
館 

准
教
授
）　

※
い
ず
れ
も
、
講
演
会
終
了
後
、
講
師
を
か
こ
ん
で
1
時
間
程
度

の
懇
談
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。

友
の
会
機
関
誌『
季
刊
民
族
学
』1
5
0
号
刊
行
記
念
展
示

『
季
刊
民
族
学
』の
軌
跡 

開
催
中
！

会
期　

12
月
9
日
（
火
）
ま
で

会
場　

本
館
1
F
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

創
刊
号
か
ら
最
新
号
ま
で
を
展
示
。
実
際
に
手
に
と
っ
て
ご
覧
い

た
だ
け
る
ほ
か
、
1
5
0
冊
分
の
表
紙
を
一
望
で
き
る
め
っ
た
に

な
い
機
会
で
す
。
最
新
号
の
特
集
は
「
民
博
の
礎
」。
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
と
収
集
を
と
お
し
て
、
み
ん
ぱ
く
の
40
年
を
振
り
返
り

ま
す
。

第
85
回
民
族
学
研
修
の
旅

手
仕
事
へ
の
回
帰

―
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
東
北
タ
イ
の
機
織
り
の
現
場
を
め
ぐ
る

2
0
1
5
年
2
月
1
日（
日
）〜
2
月
9
日（
月
）

訪
問
先
：
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
東
北
部

※
本
誌
表
紙
う
ら
の
案
内
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

刊行物紹介

■笹原亮二、西岡陽子、福原敏男 著
『ハレのかたち
―造り物の歴史と民俗』
岩田書院　1,500円（税抜）

祭礼など、ハレの際に
造られる飾りもの＝
「造り物」。その歴史と
民俗の諸相。2013年
8月に国立民族学博物
館で開催されたゼミ
ナール「つくりもの
－ハレのかたち・お
もしろいかたち」の報
告を活字化。「造り物

の諸相」「造り物は現地で作られる－平田の一
式飾を巡って－」などを収録する。

※国立民族学博物館ミュージアム・ショップの記事は、表紙うらに移りました。

第
4
3
9
回　

12
月
20
日（
土
）

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
の
財
団

講
師　

出
口
正
之（
本
館 

教
授
）〝

財
団
〞と
い
う
も
の
は
、聞

い
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
、

な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か

み
に
く
い
も
の
で
す
。海
外

で
い
う
と
、ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
自
然
史

博
物
館
も
財
団
で
す
。
ス

ポ
ー
ツ
団
体
か
ら
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
財
団
ま
で
、現
在

の
財
団
に
ま
つ
わ
る
話
を
い

た
し
ま
す
。

み
ん
ぱ
く
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
サ
ロ
ン
　

研
究
者
と
話
そ
う

時
間　

14
時
30
分
〜
15
時
30
分

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
（
要
展
示
観
覧
券
）

本
館
の
研
究
者
が
来
館
さ
れ
た
皆
様
の
前
に
登
場
し
ま
す
！

「
研
究
に
つ
い
て
」「
調
査
し
て
い
る
地
域
（
国
）
の
最
新
情
報
」「
展
示

資
料
に
つ
い
て
」
な
ど
、
話
題
や
内
容
は
実
に
多
彩
。

12
月
7
日（
日
）　

本
館
ナ
ビ
ひ
ろ
ば

邪
視
を
は
ね
か
え
す
力

話
者　

上
羽
陽
子
（
本
館 

准
教
授
）

12
月
14
日（
日
）　

本
館
第
3
セ
ミ
ナ
ー
室

男
の
世
界
と
女
の
世
界

―
沖
縄
離
島
社
会
の
現
在

話
者　

加
賀
谷
真
梨
（
本
館 

機
関
研
究
員
）

12
月
21
日（
日
）　

東
南
ア
ジ
ア
横
休
憩
所

エ
ボ
ラ
出
血
熱
と
「
文
化
」

話
者　

浜
田
明
範
（
本
館 

機
関
研
究
員
）

グッゲンハイム美術館ビルバオ財団 

■飯田 卓 著
『身をもって知る技法―マダガ
スカルの漁師に学ぶ（フィールドワー
ク選書）』　臨川書店　2,0 0 0円 （税抜）

一本の論文を頼りに
して辿りついた先は、
インド洋航路の結節
点・マダガスカル。海
の遊牧民「ヴェズ」の
暮らしに身を置く中
で、次第に浮かび上
がる人と海との関係
性とは。小さな漁村
で出会った漁師とと

もに、フィールドワークのノウハウを身をもっ
て学ぶ。
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